
粕屋町第２回総合計画審議会要録 

 

日時：1 月 16 日（木）14:00～15:30 

場所： 粕屋町役場 3 階第 1 会議室 

  

次 第 １．開会 

２．会長あいさつ 

３．協議事項 

（１）町民意識調査報告 

（２）後期基本計画に係る基礎調査報告 

（３）前期基本計画の振り返りについて 

４．事務連絡 

 第 3 回粕屋町総合計画審議会 令和 2 年 2 月 17 日（月）午後 2 時 

５．閉会 

会議要録 

２．会長あいさつ ○今回は調査報告がいくつかあり事務局から報告してもらうが、わからないことがあれば質問し

て頂きたいと思う。よろしくお願いしたい。 

３．協議事項 

（１）町民意識

調査報告 

（事務局より議題（１）の説明後意見交換） 

（質疑） 

【委員】 

○この調査は外注しているのか。外注しているのであれば随意契約なのか。 

○アンケートは無作為抽出で統計的に信頼性が高いということだが、回収数からみて誤差が

ないのか。 

→（事務局）契約に関しては、総合計画策定支援業務ということで後方支援として業務

委託をしている。業者選定にあたってはプロポーザルとして提案をもらい選定し、随意契約

している。アンケートの設問内容は町と事業者と協議している。分析に関しては基本的に

委託事業者に支援してもらっており、今回の報告をしてもらっている。 

→（委託業者）アンケート調査の信頼性については、報告書の 3 ページに示している通り、

今回の回収数901通では、粕屋町の現在の人口の割合としては100回実施しても誤差

が 3.1％しか違わないという統計学的な数値が出ており、全体としての数値の信頼度が高

いということが示されている。 

【会長】  

○6 ページの愛着度等の分析の他市町の比較に滋賀県の彦根市があがっているのはなぜ

か。 

→（委託業者）この４つの指標を用いた地域参画総量という分析が、これからの地域の関

わり度を分析する指標として各地で進められているところだが、まだ結果分析まで至っている

自治体が少なく、滋賀県彦根市は先進的に取り組まれてきた自治体で情報が公表されて

いたので採用している。今後も関係人口やシティプロモーション等の指標としてこの分析を採



用していく自治体は増えてくると思うので、比較できる指標として活用できると思う。 

【委員】 

○事前資料の 10～13 ページに書かれている分析概要を今回の資料で解説してもらったの

かと思うが、せっかくなので、10～13 ページに書かれているもの中で他に重要な部分もある

と思うので、この分析概要とてらして説明してもらえればより良かったと思った。 

○ＳＤＧｓに関して知らないという回答者が 76％、よく知っているという回答者は2.8％とな

っており、知っている人のうちＳＤＧｓに関して何を取り組めばわからない 46.2％となって

いるが、年代別に特徴があったか。 

→（委託業者）ＳＤＧｓに関する設問については、地区別、年代別には偏りがなかった。 

【委員】 

○5 年前に入らせて頂いて、勉強不足だったなと反省した。この結果の中で 5 年間取り組ん

でみた結果こうなったということを示してもらえれば、私たちにもわかりやすいし、身近に感じら

れることがあるのかと思った。 

【会長】  

○具体的にこうした取組みをしたことでこうなったという具体例があれば取り組みやすいと思う。 

→（事務局）ＳＤＧｓに関しては、まちとしてもこれから取り組もうという段階である。今回

アンケートをとったのは、今後取り組むにあたって、現状の数値を知るという目的もあってとら

せていただいた。今後どういうことをするかについては別の計画で検討している。 

【会長】  

○アンケートの中で高くなった、低くなったという傾向はわかるが、その原因というのが読み取れ

る部分はあるか。 

→（委託業者）一般的な傾向としてあらわれていた点としては、昨今の自然災害や犯罪が

多くなっていることから、防災・防犯といった安全面に関する意識が高まっている傾向はみて

とれる。 

（２）後期基本

計画に係る基礎調

査報告 

（事務局より議題（２）の説明後意見交換） 

（質疑） 

【会長】 

○小中学生が増えているのに、幼稚園生は減っているのは何か要因があるのか。 

→（委託業者）幼稚園生が減っていることと直接関連がないかもしれないが、保育所のこと

を次頁であげている。保育所は待機児童があり増加している。町のお子さんが幼稚園に行

かず保育所に行くケースが多くなっているとも考えられる。 

【会長】 

○保育所の入所数が 2015 年から急激にあがっているのは何かあったのか。 

→（事務局）担当課に確認し、次回報告したい。 

【委員】 

○「財政の柔軟性がある」というのはどういう意味なのか。 

⇒（事務局）町の歳出には社会保障費や扶助費など法律で定められている支出しなけれ

ばならない費用があり、それらを除いた予算として、例えば新たな道路をつくったりするなど投



資的な経費がある。財政の柔軟性がないということは社会保障費など支出なければならな

い経費が増えてきて投資的なもの回す経費が少なくなってきているということになる。 

【委員】 

○基礎調査報告書の中から抜粋して説明してもらったが、抜粋しなかった資料と抜粋した資

料の理由はあるのか。先ほどの町民意識調査では事故や犯罪が起こらない安全・安心な

まちづくりの重要性が示されていたので、粕屋町の犯罪件数について、どのような犯罪が多

いのか掘り下げて説明された方が良かったのではないか。 

【委員】 

○粕屋町の犯罪件数や交通事故発生件数が多い理由は何か。 

→（事務局）犯罪発生件数の内訳をみると窃盗犯が多いのがわかる。以前はこの大半は

大型商業施設での窃盗する割合が多いと担当課より聞いていた。最近の動向は把握して

いないので調べ、報告したい。 

→（事務局）交通事故の発生件数についても調べてみないと内訳はわからないが、どうして

も高速インターがあるので事故の割合が多いということを以前聞いている。こちらに関しても

確認して報告したい。 

【委員】 

○学童保育のデータで、学童保育というと 1～3 年生までというイメージでいたが表をみると

2016 年から 6 年生が入っている。これは特別な事情なのか。 

→（委員）学童保育は 3 年前から 6 年生まで対象が拡大したことで待機児童が増えてい

る。西小の教室が 3 クラスに拡大するので少し解消すると思う。 

【委員】 

○幼稚園児は減っているのに保育所の待機児童は増えている。 

→（委員）働く世帯が増えていることもあるので、預かり時間が長い保育所の需要は増えて

いる。学童保育でみると、正社員として働いている保護者は半分以下でパート社員として

こどもが学校に行っている時間に働いている母親が増えている。 

→（委員）入れるための条件として、1 年生は優先し、その後、家庭や経済の条件について

点数化して条件設定している。 

【会長】 

○学童保育の入所できる基準のようなものがあるのか。 

→（委員）学校教育課で規程があるが、1 年生は優先し、その後、家庭や経済の条件に

応じて対応することになっている。 

→（事務局）申込の基準があり、1 年生は最優先で入れ、後は勤務状況など加点の条件

点数化して優先順位をつけている。 

（３）前期基本

計画の振り返りに

ついて 

（事務局より議題（３）の説明後意見交換） 

（質疑） 

【会長】 

○前期基本計画検証シートを準備し説明してもらうので、じっくりご覧いただき内容を確認し

てもらうことになるので、委員にはご協力をお願いしたい。 


